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隹
済「

の
問
題
と
か
ら
ん.：で
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.
'
経
済
© -

動
の
エ
'|
'

'

リ
ア
；ル
な
師
面
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に
対
す
る
関
心
が
增
大
し
つ
：つ
あ
る
こ
と
は
、
既
に
ク
機
会
あ
る
ご
と
に
指
摘 

.

し

；て

き

た
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：，
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の
：動

向
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単
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済
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ぬ

限

：ら

ず

他

：の
一
分
野
、
：
社

会

学

，
.
政
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治
学
片
お
い
：て
も
み
ら.れ

石

も

の

；
で

あ

る

，

従

涞

、
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地
理
学
固
有
の
研
究
対
象.. 

と
し
て
専
ら
自
然
と
人;̂
©
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.
£
作
用
と
：.い
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說
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理
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て
考
察
さ
^ '
'

ソ
：
 

「

て
き
た
地
表
土
の
人
間
活
猶
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範
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る
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て
、
脚
光
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つ
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る
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っ
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ろ
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す
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た
と
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固
有
の
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を
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す
る
場
合
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あ
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も
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動
の
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の
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座
の
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わ
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.
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ろ
う
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で
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来
べ
地
域
卜
概
念
を
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も
リ
フ
ヶ
ィ
ン
ん
現
実
把
握
め
上
で
も
積
極
的
な
貢
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を
示
し
た
の
.は
地
理
学
©
研
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者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
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会
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に
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■'
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コ
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研
究
、:.
,経
済
学
ね
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間
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.
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で
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.&
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に
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え
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カ
の
地
域
的
分
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問
題
が
活
発
な
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讓
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み
、.'
.未
々
大
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る
成
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い
各
。;.
こ
"れ
ら
各
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の
地
域
概
念
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さ
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あ
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現
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独
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さ
れ
て
い
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れ
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が
い
く
つ
か
の
共
通
な
方
法
論
上
の 

問
題
を
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え
て
い
る
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が
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る
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で
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る
。
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中
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会
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者
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が
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も
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の
名
を
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ら
れ
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る
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ー

テ
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_
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.
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ダ

ド
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，
レイ
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■
■
ダ
 

、
ン
ヵ
ン
に
よ
つ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
統
計 

:地
理
学
と
1:
'
.う
書
名
自
体
が
自
新̂

1:
>
も

の

，
セ

あ

り

、
，
：
か

つ

、
；
そ

れ

が

統

計

学

_、
； 

地
理
学
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
社
会
学
の
専
攻
者
.に
よ
つ
て
共
著
さ
れ
た
こ
と 

.が
本
書
を
ュ
'
ニ
パ
ク
な
存
在
と
：
1>
ー
て
：い
-^
が

-:
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最
近
0
各
分
»:
^
お
け
る
：エ
；1
,

.■リ

..ァ

.ル
^
俩
.面
，の.重
視
を
考
え
.れ
ば
、.
'本
書
が
こ
う
：しto
.
:一：'種
；
.の；.、、、
ッ

V

ク
.，ス
；
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フ
ラ
ッ
ド
と
し
て.成
立
し
た
こ
と.も
理
解
に
難
く
なく
、
，
む
し
.ろ
、
.こ
.う
し

_た 

，試
み
^
積
極
的
：な
意
義
を
認
め
：な
け
れ
ば
：な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
,/
.
:::
:

■

:

■
.

そ
の
副
題
-1

エ：

—

リ
ァ
ル
•
デ
ー
タ
ー
分
析
の
諸
問
題
/
の
示
す
様
に
べ
本 

.
書
は
、:'
人
間
活
動
め
-:
I 

y 

7ル
が
側
面
の.研
兜
過
程
：ぬ
必
然
的
に
ど%-
な
^-— 

い
わ
ゆ
る
場̂
:

g

統
欧
吖
処
理
と̂

^
に
お
け
る
氣
問
題
を
扱0
ち
い
?>

が
> 

以
下
、
内
容
の
紹
介
を
：か
ね
て
、

'

興
味
あ
る
点.を
指
摘
し
て
み
よ
う。
、

.

さ
て
、：
本
書
は
全
文.1
A

七

頁

：が

次

め

：
三
：章

に

わ

が

た

れ

て

い

.る

が
、

.■

1
.

.
J
p
r
e
l
i
m
i
n
a
r
i
e
s

.- 

• 

......... 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

2. 

A
r
eal 

units a
n
d

 areal 

d
a
t
a

:
:

3
.

 

A
n
a
l
y
s
i
s

 

o
f

 

a
r
e
a
l

 

^
a
t
a
.

'.
'

:

こ
の
う
ち
.、第
.一
：章
は
予
備
的
考
察
と
も
い
う
べ
き.も
の
で
、
著
者
：の
問
題
意 

識
を
中
心
に
本
書
の
成
立
の
学
問
的
意
義
が
述
べ
ら
れ
て

(

い
る
が
，

；

こ
と
で
：著 

者
は
、
最
近
各
分
野.に
お
け
る
地
域̂

格
差
、
相
違
又
そ
の
統
合
に
関
す
る
関
心 

の
壻
大
に
と
%■
な
つ
て
、
かつ

：：

て
'、：統
計
資
料
の
時
系
列
的
処
理
が
問
題
と
な
っ 

.た
同
じ
程
度
に
、'場
所
的
資
料
の
統
計
的
処
理
と
解
析
が
：関
心
を
集
，め
て
い
る
：
 

と
指
摘
し
、
：こ€
地
域
的
問
題
に
対
す
る
関
心
の
増
大
と
そ
の
研
^-
方
法
の
発

' 1 0

 
四
：@

1
1

 
四)

.

:

展

を

還

行

：的

と

収

斂

的

発

展

ー

と

い

：

;5
:
;か
た
ち
で
フ
オ
ロ
ーL
て
い
る
。
即
ち
、
 

並
行
的
発
展
と
い
ぅ
の
は
'こ
と
な
っ
た
対
象
を
研
究
す
る
各
分
野
の
専
門
家
に 

ょ

づ

：
て

期

せ

ず

し

て

_
:
,
の

方

法

が

：
採

用

き

れ

た

結

果

、

::
.
独

自

の

し

か

し

各

分
 

野
に
共
通
：の
方
法
が
発
展.せ
ら
れ
た
場
合
で
あ.り
、
先
述
め
ネ
ー
リ
ア
ル
な
分 

::布
と
結
合
関
係©.
測
定
方
法
の
発
展
找
こ
の-
っ
：の
ダ
J
ス
で
ぁ
る
。
収
斂
的 

、発
展
；と
1>
ぅ
.の
：は
，
特
定
の
：研
究
主
題
を
潼
：々

の
分
隊
0
研
究
者
が
扱
ぅ
こ
と 

に
ょ
っ
て
、
発
展
せ
ら
れ
た
も
の.で
あ
り
、
先
述
の
地
域
概
念
を
め
ぐ
る
議
論 

を
ぼ
じ
め
へ…

都
市
ノ
農
村
等
ヽ
実
体
地
域
の
研
究
ン
人
ロ
の
空
間
的
移
動
の
パ 

ター

ン
の
研
究
に
お
け
る
方
法
論
上
の
：問
題
於
，そ
れ
で
あ
る
;0
.
;
.

ぃ

)
」

れ

ら

：問

題0
ゲ
ち
、
：基
本
的.欢
も
0

は
、；
先
述
し
た
、.
㈠

種

'々
 

の
現
象
な
'
 

い
し
観
察
対
象
の
空
間
的
分
：布

A
J

結
合
関
係
の
測
矩
法"
㈡

地
域
の
限
界
決
定 

•な
.い
し
観
察
対
象
の
地
域
的
ダ
ル
ー
ピ
.X

ダ

に

つ

い

て

；
で

あ

る

が

、
：
'
こ

の

他
 

に
"
 

'
統

計

学

的

推

論

：上

：

.の
問
題
と
し
て
、IFT

単

位

区

域

の

と

り

か

た

(

地
積
、
 

形
態)

に

ょ

っ

て

，

そ

の

デ

ー

タ

一

が

い

.か
に
変
化
す
る
か
。

.

㈣

工ー

リ
ア 

ル
•

デ
ー
タ
|

か
ら
導
か
れ
た
統
計
的
結
論
が
エ
1.

リ
7 .
:以

ル

の

他

の

集

団

単
 

位
に
も
適
用
し
得
る
ホ
。.；

エ
ー
リ
ア
ル
，
デI

タ
ー
に
基
礎
を
お
く
相
関、: 

回
帰
係
数
.，と
し
.
て
の
統
計
値
に
対
し
て
、

.

有
意
性
判
定
と
信
頼
限
界
推
定
が
適
'
 

用
し
得
る
か
、.
と
い
ぅ
問
題.が
あ
る
。

こ
こ
で
こ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
す
る
必 

要
は
な
い
が
、
要
す
る
に
フ
こ
れ
ら
は
従
来
、
へ
統
計
学
で
は
、
.
場
所
的
系
列
と 

b

て
時
間
的
系
列
と
対
比
ざ
れ
乍
ら
％
、

'

そ

：の
：
処

理

の

：困

難

性

か

ら

そ

の

取

扱 

が
し
ば
し
ば
；
-L

グ
レ
タ
ト
さ
れ
ズ
き
た
問
題
に
他
な
ら
な
い
し
、
又
、

こ
れ
ら 

場
所
的
系
列
に
お
け
る
処
理
の
必
要
性
が
生
じ
て
き
た

.
の
は
、:
い
う
ま
で
も
な：.
 

く
、

子—

リK
ル
な
相
違
が
各
分
野
の
.専
門
家
の
興
味
を
惹
く
に
至
っ
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
ェ
丨
リ
ア
ル
な
相
違
格
差
.に
つ
い
て
従
来
と
ら
れ
て
ぎ 

た
。ハ
ー
ス
ぺ
ク
テ
イ
ヴ
と
し
て
、
著
者
ぱ
’
最
も
単
純
か
：つ
包
括
的
な
地
表
の'.

一
部
が
い
か
に
そ
し
て
何
故
他
と
相
遠
し
て
い
る
か
と
い
う

r

地
理
学
者
の
.古 

典
的
関
心
^」；

.に
端
を
発
す
^

•(-
)

コ
.ロ
.
.グ
ラ
.フ
イ
ク
.
な

興

味

；か
，
ら

は

じ

ま

.

っ
.
. 

て
，
«
空
間
的
分
布
、㈢
空
間
的
構
造
へ
の
興
味
、
そ
し
て㈣

ナ
ー
リ
ア
ル
な 

.'

変
差
の
説
明
と
.の
関
連
に
お
け
る
興
味
等
を
あ
げ
、
こ
れ
：ら
に
つ
い
：て
の
ブ
'リ 

丨
フ
•
リ
ヴ
：ュ.ゥ
を
行
っ
て
い
る
が
、:結
局
、
：現
在
、
各
分
野
の
研
究
者
は
場 

所
的
相
違
に
関
連
す
る
諸
問
題
に
多
少
と4-
関
心
を
も
ち
、
し
た
が
っ
て
そ
こ 

K
は
す
べ
て
の
研
究
に
共
通
す
る
方
法
論
的
諸
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
を
検
'討
す 

る
と
と
が
、
必■要
で
あ
.る
と
主
張
し
て
い
る。
：

■

'?
一
章
は
、
そ
の
題.の
示
す
通
り
、
こ
れ
ら
予
備
的
考
察
を
経
た
後
、
単
位 

区
域
の
定
義
と
そ
の
属
性
、
又
、

エ
ー
リ
ア
ル
•
デ
ー
タ
ー
、.
一
般
に
は
場
所
、
 

的
系
列
と
い
わ

れ
る
統
計
資
料
の
タ
イブ
に
つ
い
て
述
ベ
た
も
の
だ
が
、fj
者

. 

に
つ
い
て
は
、
数
値
の
標
準
化
と
か
ら
ん
で
、

一

.般
に
区
域
別
資
料
を
扱
.う
際
一 

に
前
提
と
さ
れ
る
域
内
同
質
性
の
問
題
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
：る
し
、
後
者
、

.即
ち
‘ 

エ
ー
リ
ア
ル
.
デ
ー
タ
ー
の
類
型
化
は
、
.
著
者
の
見
解
に
し.た
.が
え
ば
、
五
型 

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
夫
々
に
つ1>
て
の
説
明
が
.附
さ
れ
て
い
み
。

.;

.第
三
章
.は
"
こ
の
様
な
ェ
I
リ
ア
ル
•
デ
|
ダ
|
の
統
計
学
的
処
理
と
解
析
、
 

に
つ
い
て
言
及
し
て
あ
り
、
.
い
う
ま
で
も
な
く
、
本#-
-
の
：メイ

ン
、

パ'.

丨
ト
に
当
'
: 

る
が
、
内
容
は
六
節
に
わ.が
た
れ
、
第
—*
章
で
展
開
さ
れ
た
。へ
ー
ス
ベ
タ
テ
イ

. 

ヴ
に
沿
づ
で
、
夫
々
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
へ
即
ち 

1
、

エ
I
リ
ア
ル
，
デ
I
タ
ー

の
集
計 

.
ニ
ー、
.空
間
的
分
布
の
涮
定.
■
ふ
.

.

.
•

.:
'
:

' 
.

.

.

.
書
，
.

;

評

三
、
空
間
的
構
造
の
分
析'
.

四
、
'.H

丨

认

ア

ル

.
な

変

差

の

説

明

M
、.

連
接
と
；地
域
的
分
類;

':
'

-

 

六
、'
エ
|
リ
ア
.ル
な
変
差
の
時
系
列
的
側
面：.
.

■
 
•
 

•
 

-I
 

•
 

-
 

*. 

-
 

-
 

•
 

..

で
'^
る
。
：こ
の
ぅ
ち
、.最
も
基
本
：，と.な

；
る

め

、
ゆ

、

.

.
い
ぅ
ま
で
も
な
く
、第
一
節
、
 

場
所
的
資
料
の
集
計
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
著
者
は
、
単
位
区
域
か
ら
得
ら
れ
る 

種

々
.の
統
計
.の
単
純
な
集
計
が
必
ず
し
も
全
域^.
計

と

，
対

応

す

る

も

の

で

は

な
 

い
こ
と
を
強
調
し
、
単
純
な
絶
対
値
の
集
計
，
加
重
平
均
、
更
に
、
中
位
数

、
.

 

並
数
.、.：指
数
#
に
：つ
い
て
、.数
式
を
示
し
て.説
明
し
て
い
る
。
第
二
節
の
空
間

的
分
^

の
測
定
で
は
ぺ
そ
の
使
用
す
る
技
術
に
も
と
づ
い
て
次
の
四
つ
の
ア
ブ

■,
\

 

.-

.

P-
.I

.チ 

ン
.

cartographic, approach.:

2> 

phytosociolog-ical, 

ecological approach 

3) 

centrographic approach

.

.

.

 

-
V

 .

e

.Index, approach.,..

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。：B
は
分
布
図
の
作
成
、
：

n
r

は
い
わ
ゆ
る
人
口
重
心
計
算
、
 

㈣
は
人
ロ
比
重
、.
或
い
は
フ
ロ
'丨
レ
ン
：ス
の
立
地
係
数
の
象
出
等
に
み
ら
れ
る 

.技
術
の
採
用
を
意
味
し
、
格
別
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
へ
：

㈡
は
人
口
分
布 

が

何

ら

か

；
の
.要

因
.に
.よ
っ
て
规
定
さ
れ.る
と
：あ
ら
.か
じ
め
前
提
し
'、
逆
に
分
布 

の
無
作
為
性
を
検
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
そ
の
分
布
パ

.タ

I

ン
を
追
求
す
る 

も
の
と
い
わ
れ,
興
味
を
惹
か
れ
る,°
こ
れ
ら
ア
VR!

チ
を
紹
介
し
た
後
、
 

こ
”：れ

ら

に

共

通

に

.み
ら
れ
る
単
位
区
域
の
と
り
か
た

(

地
積
、
形
態)

に
よ
っ
て 

.分
布
パ
タ
ー
ン
が
変
化
す
る
：ど
い
ぅ
問
題
を
論
じ
て
い
る
。：
氣
：三
節
の
空
間
構

.一
 

〇
五

X
四
ニ
五)



^

の
分
析
^

関

す

ぶ

最

近

の

貢

献
'七
し
：て
：は
>

(-
)

人
：ロ
.移
甄
に
関
尤
る
ス
：ト
ゥ
。
 

フ

ァ

ー
の
介
在
機
会
に
ょ
る
説
明
、
㈠

空
間
的
分
業
関
係
に
関
す
る
ボ
ー
グ
の 

大

都

市

圏

構

造

の

伖

説

、
/.
：

0
：

ヴ
.ァ
'
:
\
-
ュ
ン(

ダ
の
.経

済

活

動

に

関

す

が

空

間

的

構 

造

分

析

、I
T
.
K

や

サ

ー

ド

办

地

敏

間

投

入

産

出

分

杯

、：
㈤

人
ロ
の
ポ
テ
ン
■
シ
.ず 

ル
論
等
を
あ
げ
て
い
る
が
、
.こ
こ
で
著
者
が
、

こ
れ
ら
空
間
構
造
に
関
す
る
理 

:
論
が
土
.丨
リ
ア
ル
-̂
相

違

格

差

を

説

明

も

し

ぐ

ば

予
_

衝

る

仮

説

七

化

り

得

る

；
 

こ
と
を
主
張
し
、

こ
れ
と
か
ら
ん
で
地
域
の
.存

在

に
関
す
る
ノ
ミ
ナ
リ
ス
ト
と 

レ
ア
リ
ス
ト

の

見

解

を

対

比

さ

せ

て

い

る

の

は

興

味

深

い

。
第

四

節

、

二
ー

リ
 

.ア

.
ル

な

変

羞

の

説

明

に

お

い

て
.-
'
;最

も

重

要

な

：の

は

，

区
域
別
に

得

ら

れ
.る
^

 

量
間
.の
相
関
関
係
に
.莲

礎

を

お

く

，

モ
デ
ル
分
析
で
あ
名
。.
場

配

的

統

訐

に

対 

す
る
相
関
回
帰
分
析
の
.取

用

と

し

て

は
''
.
は

仮

設

を

づ

く

る

手

段

と

し
.て
の
•相
. 

関

の

算

出
'

㈡

仮

設

の

検

定

、
㈢

撒

造

的

獨

係

が

理

論

的

に

明

確
.で
あ
.る
場 

合

、

そ

.の
パ
ラ
.メ
' 

I
タ
ー
.の
.掛
定
等
が
考
え
.ら
れ
る
_が
.
、
' こ
ご
で
は
、
，
こ
れ
ら 

に
関
連
し
て
、
«

相

関

は

単

位

区

域

の

と

り

か

た
'に

ょ
つ

そ

左

右

さ

れ

る

か

，
 

㈡

ド

1

タ

ル
.
.ポ

ピ

ュ

レ
I

シ
：
a：
ン
に
お
H-
:

る

変

量

間

の

関

係

汾

単

位

区

域

内
. 

の

特

性

を

説

明

ず

る

に

利

用

し

得

を

か

，

と
v>
y

問

題

が

扱
わ
れ
て
い
る
彳
豸 

五

節

の

速

接

と

地

域

的

分

類

に

お

い

て

は

、
^

^
め

に

：は
知
ら
れ
で
い
.
'る
が
、

い
.ま

だ

理

論

的
に
は
解
明
さ
れ
：て

い

る

と

は

1'
:

え
な
い
地
理
的
に
：連
続
な
い
し 

近
接
し
.て
い
，る

単

位

区

域

群

に
'み
;̂

れ
.る
(5
1-
露
性
に
も
と
_づ
.ぐ

地

域
.の
齋
別
、
.
.
.
" 

v>
わ
ゆ
る
.同

質
地
域
.の
問
題
が
と
と
り
あ
げ
ら
れ
、.r

隣
接
ホ
る
区
：或
間
の
類
似
性
ソ

て
い
る
。
最
後
の
第
六
節
は
こ
れ
ら
区
域
別
の
.デ
ー
タ
丨
が
時
間
的
に
い
か
に 

変
化
し
て
ゆ
く
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
内
容
の
紹
介
を
か
.ね
て
興
味
あ
る
点
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も 

知
ら
れ
る
様
に
"
本
書
は
、
従
来
し
ば
し
ば
-
グ
レ
タ
ト
さ
れ
て
き
た
場
所
的 

:
系

齊

の

資

料

の

，
統

計

的

.処
理
.に
：関
連
^
る
基
私
的
諸
問
題
を
、\殆

ん

：
ど

.網

羅

し 

て
い
る
と
い
っ
て
ょ
く
、
そ
の
意
味
で
、
貴
姐
な
存
在
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
.て

批

判

の

余

地

が

な

い

わ

け

.で

は

な 

い
。

予

想

せ

ら

れ

る

そ

の

一

つ

は

、

著

者

の

い

う

統

計

地

理

学

が

果

し

て

-—
®
'
つ 

0
独
自
の
研
究
分
»
と
し
て
成
立
す
.る
か
否
か
、
又
、：
本
書
の
内
容
に
適
当
で 

.あ
^
が
、
と
い
•う
こ
と
^
あ
ろ
う
0
へ
成
程
、
著
者
の
指
摘
す
る
様
に
、
エ
I
リ 

.
ア
ル
^
相
違
l

r
関
す
る
興
味
.と
.そ
め
研
究
は
地
理
学
の
-.
固
有
財
産」

で 

あ
り
、
か
づ
..、n 

ロ
グ
ラ
フ
'ィ
ク
な
立
場
が
，場

所

的

相

違

に

対

す

る

最

も

「

疋 

統
的
なj

パ
丨
ス
ベ
タ
テ
ィ
ヴ
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
.っ
て
、
こ
の
様
な
分
野
を 

ハ
I
ッ
ホー

ン
の
い
わ
ゆ
る
.

systematic.-geography 
一01

つ
と
し
て
考
え 

る

こ

と

も

不

可

能

で

は

な

い

が

:'
そ
れ
が
本
書
の
内
容
に
応
し
い
か
否
か
は
問 

顧
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
こ
こ

で
扱
わ
れ
て
い
る
の
ば
、
エ
丨

リ

ア
ル
な
相 

違
格
寒
の
現
状
と
そ
れ
に
#
響
を
及
ぽ
す
地
理
的
因
子
の
究
明
で
な
：く
て
、
そ 

う
し
.た
現
象
な
い
し
因
子
の
集
群
、
エ
ー
'リ
ア
ル•：

デ
ー
タ
I
の
専
ら
統
計
的 

処
理AJ:

解
析
で
お
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
.そ
の
か
ぎ
り
で
は
> 
む
し
ろ
、
地
理
統 

計
学
と
も
.称
す
、べ
き
で
あ
つ
た
と
思
わ
.れ
.る
。
勿
^'
こ
う
し
.た
議
論
そ
：れ
自
伴

の
測
定
尺
度
と
し
て
、

ギー

リ

イ

の

連

接

度

c
o
n
t
i
g
u
i
t
y

:̂-
r
a
t
i
o
:
:

を

は

じ

め
.

:
ゆ
非
生
產
的
が
：も
の
で
>

箸

者

の

意

図

へ

又

、
.'
:
本
書
の
成
立
を
ぅ
な
が
し
た
環
：
 

三
つ
の
ア
ブ
：
ロ
！

チ
が
示
さ
れ
：て
い
を
他
、：
し

ば

し

ば

：

H

i
 

U

:
ア
ル
：な

変

差

.：

境
に
対
す
る
洞
察
を
欠
く
も
の
と
い
わ
ね
ば
ー
な
る
ま
い
、が
、:'
こ
：の
点
、

格
式
ば 

の

説

明

要

因

と

-1
.
て

用
.ぃ
^

れ
>
9
地
域
概
念
：に
妳
す
る
狀
判
が
；っ
'
け

加

ぇ

ら

れ

ら

ず

、

：，：副

題
で
あ
る

_
r工
I

リ
ア
ル

.
デ
ー
タ
，分

析

の

諸

問

題」

を
書
名
と
し

た
方
が
よ
り
適
切■で
あ
り
、:
い
ら
ざ
る
誤
解
を
さ
け
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
の
こ
と
は
、.内
容
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
地
理
的
現
象
の
分

. 

析
を
余
り
に
%■
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
結
果
、
第
一
章
の
パ
ー
ス
ぺ
ク
テ
ィ
ヴ

’ 

の
提
示
、
第
ニ
章
め
欲
位
区
域
と^

丨
ー
タ
ー
办
類
型
化
、

m

m

#
0'

分
析
方
法
ハ
. 

に

.
一
實
性
を

.保
ど
う
と
し
、
か
え.っ
て
議
論
の
混
乱
を
：招
.い
て
い
る
よ
う
に
も 

思
ぉ
れ
る̂

£
う
し
た
体
系
化
柱
；
|

.0
0

頁
^

み
た
^

い
束
書
：で.は
：取
衆
無
1
:
: 

上
い
.ヶ
べ
き
“で

あ

ろ

う

。
：

'
こ
の
，紙
数
の
限
定
は
、
•
ヵ
ヴ
ァー

さ
れ
て
い
る
.測
定 

方
法
な
い
し
理
論
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
：例
え
ば
、著
者
専1

の 

:
.空
間
的
分
布
に
か
ぎ0;
:て

も

、
：
何

故

人

：
ロ

ゼ
ぃ
：
し
：
恥

得

：
の

地

積

1

对
ず
€
海
筝 

廣
測
笼
に
対
す
る
パ
へ

レ
， -:-

ト
常
数
、
；ギ
ブ
：ラ|
ト

係

数

の

援

用

、
へ
亂
市
ん
，

'ロ

资

： 

度

に

獨

ザ

.る
0:

:
ク
ー
ラ
：
丨:^
^ .
^

等

：に

つ.ぃ
て
め
言
及
が
本
ぢ
樹
な
い
ー
ゎ
か
が
へ
； 

疑
問
に
激̂

し
,'

ラ
'ッ
チ
ル
以
来
地
適
学
で
は
周.知
：の
こ
と
と'さ
れ
る
人
P :
,密 

度
に
関
す
る
三
原
則
に
つ
い
.て
の
指
摘
も
み
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。し

.

.
力
I
乍

ら
.' 

こ
.ぅ

し

た

こ

と

，も

、

本

崔

を

.エ
|

リ
.ア
.ル

.
デ

ー

タ
.
|
:の

統

計

的. 

^

析

な
1>
1>
:理

論

的

分

析

過

瘅

に

生

ず

る

^

問

題

を

提

示

1>
!

だ

議

論

と

考

え
'る 

.
か

ぎ

り

、

許

容

さ

る

ベ

き
：も
の

.で

あ

り

、
.特

に

、V

著

者

が

積

極

的

に

試

み

て

い 

る

各

分

野

に

み

ら

^
'る
エ
.丨

リ

ア

.ル

.

.

.

V

ス
'
タ
：デ

ィ

の

、

ぞ

の

背

景

と

意

図

、

方
へ 

;f
e

邊

術

等

^

■

連

し

ー

て

の

整

猶

张

觀

呔

、
；

そ

：
の

規

準

が

恣

意

的

で

あ

り

、

必
 

ず

し

も

承

認

し

得

な

い

例

も

な

い

わ

け

で

は

な

い

が

、

(

第

ニ

章

第

四

，
7?
’節) 

巻

末

に

つ

.
け

ら

れて
い
る

文

献

目

録

と

と.%'
に

極

め

て

有

意

義

な

も

の

.と

い

わ
 

、
な

け

れ

ば

な

ら

な

い

し

、

と
り
■わ

け

第

三

章

に

み

ら

れ

る

、

単

位

区

域

別

統

計 

の

顧

針

と

全

域

統

計

^

の

誤

差

^-
^
恐
べ
ハ
単
&

区

域

の

地

積

と

集

中

度

、

相 

関

、

回

帰

係

数

と

の

関

連

(

p
.00
2
,
p 1

0
2
)

又

、

地

域

概

念

の

再

検

討

.に

関

す
 

る

具

体

例

を

と

り

い

れ

て

の

数

式

的

展

開

.

.

(
P
.
1
2
9
)

は

単

に

過

去

の

研

究

の

サ 

マ
.，リ

:1
に

止

ら

;^
.:
'
.独

*
 ̂Q )

も

の

セ
.あ
り

.

:■
積

極

的

£

具

献

：と

い

わ

ね

：ぱ

'な

る
 

.
ま

い
：
。

.

.

■

.

.

.

.

.

.

.


